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「民生委員・児童委員活動保険」の運用が開始される！
「秋田県知的障害者福祉協会」及び
「秋田県知的障害児者生活サポート協会」事務局
県社協に事務委託される
・職場紹介リレー　・県社協事務局体制再編
平成25年度秋田県社会福祉協議会事業報告及び決算
皆様の善意
シリーズ“こだわりの品 ”

特集
白百合保育園（秋田市）の子ども達が
田植えに挑戦しました。おいしいお米が
できますように！

災害時における「災害福祉広域支援ネットワーク」の
構築に向けて
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れ
ま
し
た
。

　

本
県
で
は
、
既
に
国
が
示
す
構
想
に

近
い
形
で
委
員
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
県
の
推
薦
を
得
て
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
本
部
設
置
に
係
る
事

業
助
成
を
行
う
独
立
行
政
法
人
福
祉
医

療
機
構
に
平
成
25
年
度
の
助
成
金
を
申

請
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
要
援
護
者
へ
の
福
祉
的
支
援
を
一

元
的
に
行
う
「
災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ

　

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
で
は
、
被
災
社
会
福
祉
施
設
に
対
す
る

支
援
や
情
報
管
理
が
各
所
属
団
体
ご
と
に

行
わ
れ
た
た
め
、
支
援
活
動
な
ど
が
効
果

的
に
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
本
県
で
災
害
が
発
生
し
、
社

会
福
祉
施
設
が
被
災
し
た
場
合
、
速
や
か

に
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う
支
援
調
整
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
地
域
福
祉
推
進
委
員
会

の
専
門
委
員
会
と
し
て
平
成
24
年
10
月
４

日
、「
社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
災
害
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

（
以
下
、「
委
員
会
」
と
い
う
。）
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
秋
田
県
社
会
福
祉
法
人

経
営
者
協
議
会
、
秋
田
県
老
人
福
祉
施

設
協
議
会
、
秋
田
県
障
害
福
祉
協
議
会
、

秋
田
県
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会
、

秋
田
県
児
童
福
祉
協
議
会
、
秋
田
県
母

子
福
祉
協
議
会
、
秋
田
県
保
育
協
議
会
、

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、「
県

社
協
」と
い
う
。）の
８
団
体
で
構
成（
図

１
）。
ま
た
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
は
秋
田

県
防
災
計
画
策
定
委
員
で
あ
る
秋
田
大

学
教
授
林
信
太
郎
氏
に
参
画
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
の
委
員
会
で
は
被
災
地
の

災
害
現
場
を
知
る
こ
と
を
目
的
に
、
岩

手
県
大
船
渡
市
の
社
会
福
祉
法
人
成
仁

会
理
事
長
山
崎
和
彦
氏
を
招
き
、
災
害

直
後
の
状
況
と
社
会
福
祉
施
設
と
し
て

の
初
動
対
応
や
そ
の
後
の
動
き
に
つ
い

て
学
び
、
２
回
目
以
降
は
、
本
県
に
お

け
る
施
設
間
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
さ
な
か
、
国
に
お
い
て
も

災
害
時
に
お
け
る
社
会
福
祉
施
設
に
対

す
る
支
援
の
迅
速
化
・
効
率
化
を
図
る

た
め
、
初
期
の
情
報
収
集
を
含
め
福
祉

的
支
援
活
動
の
中
核
と
な
る
団
体
（
社

会
福
祉
法
人
等
）
を
各
県
に
１
か
所
設

置
す
る
こ
と
を
求
め
た
「
災
害
福
祉
広

域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
」
が
示
さ

ト
ワ
ー
ク
本
部
」
を
県
社
協
が
担
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
は
現
状
を
把
握
す
る
た
め

に
、
委
員
会
に
所
属
し
て
い
る
各
施
設
種

別
協
議
会
会
員
施
設
を
対
象
と
し
た
「
災

害
時
の
人
材
提
供
並
び
に
備
品
備
蓄
状
況

調
査
」（
図
２
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
対
象
施
設
は
、
入
所
施
設

１
８
９
事
業
所
、
通
所
施
設
４
１
０
事

構成団体との平常時連携

①　災害時に備え、「秋田県社会福祉施設災害時
　　相互応援協定書」を各種別協議会間で締結する。

②　年１回「社会福祉施設災害ネットワーク会議」
　　を開催する。

③　災害発生時は「災害福祉広域支援ネットワーク
　　会議（種別代表者）」を開催する。

（図1）

秋田県社会福祉法人経営者協議会

秋田県老人福祉施設協議会

秋田県障害福祉協議会

秋田県社会就労センター協議会

秋田県児童福祉協議会

秋田県母子福祉協議会

秋田県保育協議会

秋田県社会福祉協議会

【構　成　団　体】

協 

定 

の 

締 

結

会
議
の
開
催
（
年
１
回
）

　
　
災
害
時
に
お
け
る

「
災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の

構
築
に
向
け
て

特
集
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業
所
の
計
５
９
９
事
業
所
で
、
回
答
率

が
83
．
８
％
と
非
常
に
高
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
災
害
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が

伺
え
ま
す
。

　

調
査
結
果
を
見
る
と
、
設
備
面
で
は

入
所
・
通
所
施
設
と
も
に
発
電
機
が
最

も
多
く
、
全
体
で
88
．
７
％
の
設
置
率

で
し
た
。
ま
た
、
食
料
・
飲
料
の
備
蓄

日
数
を
見
る
と
入
所
施
設
に
お
い
て
は

３
．
05
日
と
東
日
本
大
震
災
ま
で
言
わ

れ
て
い
た
平
均
３
日
分
を
想
定
し
て
い

れ
、
さ
ら
に
、
備
蓄
日
数
に
関
し
て
も

１
週
間
か
ら
10
日
分
は
必
要
で
あ
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
発
電
機
に
利
用
す
る
燃
料
を

含
め
、
備
蓄
品
の
保
管
場
所
の
問
題
や

大
規
模
災
害
に
備
え
た
大
量
の
物
品
の

準
備
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
今
後
、
事

業
所
内
・
法
人
内
で
の
検
討
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
調
査
の
分
析
以
外
に
も

種
別
協
議
会
同
士
の
平
常
時
の
連
携
（
図

１
）
と
災
害
時
の
連
携
に
つ
い
て
も
協
議

し
ま
し
た
。

　

平
常
時
に
お
い
て
は
、
県
社
協
を
中
心

に
、「
社
会
福
祉
施
設
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
」
を
年
１
回
開
催
し
、入
所
施
設
、

通
所
施
設
の
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
や
状
況
を

共
有
す
る
こ
と
で
、
連
携
の
あ
り
方
を
さ

ら
に
深
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
お
い
て
は
、
速
や
か

に
「
災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
（
種
別
代
表
者
会
議
）」
を
開
催
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
の
役
割
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
被
災
施
設
等
へ
の
人
材
派
遣
や

物
資
の
提
供
な
ど
に
つ
い
て
、
迅
速
に
対

応
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
検
討
の
中
で
見
え
て
き
た

課
題
解
決
に
向
け
て
、
次
の
こ
と
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、「
災
害
時
に
お
け
る
各

法
人
ま
た
は
事
業
所
と
行
政
と
の
連
携

強
化
」
で
す
。
い
ざ
、
災
害
と
な
れ
ば

社
会
福
祉
施
設
は
「
地
域
住
民
の
一
時

避
難
所
」
ま
た
は
「
福
祉
避
難
所
」
と

し
て
の
役
割
も
担
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
対
応
に
備
え
行
政

と
の
協
定
等
を
締
結
し
て
い
る
社
会
福

祉
施
設
が
ま
だ
少
な
い
の
が
実
態
で
あ

り
、
今
後
、
速
や
か
に
協
定
等
の
締
結

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
市
町
村
行
政
に
お
け
る

「
福
祉
避
難
所
の
理
解
と
推
進
」
で
す
。

地
域
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
災
害
時
は
市

町
村
行
政
が
設
定
し
て
い
る
学
校
や
公

民
館
な
ど
の
「
広
域
避
難
所
」
で
避
難

生
活
を
送
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
在
宅
の
要
介
護
高
齢
者
や
障
害
者

等
の
方
々
の
中
に
は
、「
広
域
避
難
所
」

で
の
避
難
生
活
が
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面

を
含
め
難
し
い
方
も
お
り
、
専
門
的
ケ

ア
が
可
能
な
各
福
祉
施
設
で
開
設
す
る

「
福
祉
避
難
所
」
が
非
常
に
重
要
と
な
り

ま
す
。
こ
の
必
要
性
・
重
要
性
は
先
の

震
災
に
お
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
の
検
証
で

は
、
利
用
者
分
だ
け
の
備
蓄
で
は
十
分

と
言
え
ず
、
長
期
間
外
部
か
ら
の
支
援

が
届
か
な
い
場
合
に
備
え
、
職
員
分
の

備
蓄
も
必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
は
地
域
住

民
が
施
設
に
も
避
難
し
て
い
る
こ
と
か

ら
地
域
住
民
の
一
時
避
難
に
備
え
た
分

も
併
せ
て
備
蓄
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ

災害時人材提供並びに備品備蓄状況調査結果概要
・入所施設　168施設
・通所施設　334施設回答施設

・入所施設　189施設
・通所施設　410施設 2調査対象施設数1

（図 2）

項　目 入所施設 通所施設

１
被災施設の同種別利
用者受入可能人数

1,303名（12.1％）
※総定員数に対するパーセント

２
福祉避難所としての
住民受入可能人数

2,492名（１施設平均14.8 名）

３
地域住民の一時避難
受入可能人数

12,422名
（１施設平均37.2名）

４
被災施設に対する職
員派遣可能人数

270名（１施設平均1.6 名）
385名
（１施設平均1.2 名）

５ 食料・飲料備蓄状況

利用者分 117施設（69.6％） 106施設（31.7％）

利用者・職員分 35施設（20.8％） 80施設（24.0％）

利用・職員・住民 7施設（4.2％） 11施設（ 3.3％）

その他 9施設（5.4%） 137施設（41.1％）

６ 食料・飲料備蓄日数 平均　3.05 日 平均　1.3 日

７
医薬品・衛生用品備
蓄日数

平均　6.6 日 平均　4.1 日

８
医薬品・衛生用品の
提供について

提供可能 51施設（30.4％） 75施設（22.5％）

提供不可能 24施設（14.3%） 150施設（44.9％）

法人協議必要 80施設（47.6％） 97施設（29.0％）

その他 13施設（ 7.7％） 12施設（ 3.6％）

９
非常用設備・機器設
置状況

トップ３（入所・通所共通）
　①　発電機（入所95. ２％、通所82.3％）
　②　石油ストーブ（入所72.6％、通所 62.3％）
　③　灯光器（ランタン含）

10
非常用設備・機器の
提供について

提供可能 71施設（42.3％） 120施設（35.9％）

提供不可能 13施設（ 7.7％） 43施設（12.9％）

法人協議必要 76施設（45.2％） 141施設（42.2％）

その他 8施設（ 4.8％） 30施設（ 9.0％）
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る
こ
と
か
ら
、
行
政
の
理
解
と
多
様
な

支
援
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、「
地
元
の
自
治
会
・
町
内

会
と
の
連
携
強
化
」
で
す
。
非
常
時
に

お
い
て
は
お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
日
頃
の
避
難
訓
練
の
共

同
実
施
や
炊
き
出
し
な
ど
の
災
害
対
応

は
、
施
設
や
事
業
所
の
地
域
貢
献
活
動

に
も
つ
な
が
る
要
素
と
し
て
積
極
的
な

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
災
害
時
の
被
害
を
で
き
る

だ
け
減
ら
す
た
め
に
は
、
事
業
所
と
し

て
「
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成

と
更
新
、
夜
間
を
含
め
た
「
避
難
訓
練
」

の
実
施
等
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

を
各
事
業
所
に
お
い
て
、
今
一
度
見
直

し
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

な
お
、委
員
会
で
ま
と
め
た
内
容
を「
報

告
書
」
と
し
て
行
政
や
全
事
業
所
に
送
付

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
示
し
て
い
る

災
害
時
に
お
け
る
「
災
害
福
祉
広
域
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
図
３・４
）
が
機
能
発

揮
で
き
る
よ
う
、
各
施
設
種
別
協
議
会

間
で
「
秋
田
県
社
会
福
祉
施
設
災
害
時

相
互
応
援
協
定
書
」
を
交
わ
し
、
県
内

事
業
所
の
一
層
の
連
携
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

災害発生時・発生後

（災害福祉広域支援ネットワーク本部）
　①　被害状況確認・情報収集
　②　災害福祉広域支援ネットワーク会議（代表者）の招集
　③　支援体制の協議
　④　支援に関するコーディネート
　⑤　支援への協力

①

　被
災
状
況
の
確
認

②

　利
用
者
の
状
況
確
認

③

　職
員
不
足
状
況
の
確
認

情報提供

支
援
の
要
請

情
報
収
集
・

支
援

支
援
内
容
の

確
認

支
援
依
頼
・

調
整

支
援
の
要
請

情
報
収
集
・

支
援

国、県から
の要請

①　情報の提供
②　支援体制の
　　連携

秋田県社会福祉協議会秋田県
（災害対策本部）

被災を受けて
いない施設被災地施設

①

　備
蓄
品
の
搬
送

②

　職
員
の
派
遣

③

　輸
送
支
援

④

　被
災
施
設
の
利
用
者
の
受
け
入
れ

⑤

　福
祉
避
難
所
と
し
て
の
住
民
受
け
入
れ

市町村行政
（地元災害対策本部）

①
被
害
状
況
の
把
握

②
避
難
所
の
設
置

③
支
援
体
制
の
構
築

（図 3）〈災害福祉広域支援ネットワーク〉

秋田県社会福祉協議会（情報収集・支援調整）

災害発生時の被災施設の動き

被災を受けない施設の動き

相互連携

町内会・自治会（市町村指定避難所に遠い場合）

救援隊の到着までの施設の対応

【町内会・自治会との協定や確認されていることが前提】
①　自治会・町内会内の要援護者の近隣社会福祉施設への避難
②　自治会・町内会住民自身の近隣社会福祉施設への避難
③　施設避難後の利用者の避難誘導の手伝い
④　避難施設職員の補助

①　利用者、地域住民の状況把握（特に利用者、要援護者への配慮）
②　利用者、地域住民の安全確保
③　地域住民への市町村行政指定避難所移動
　　（緊急一時避難後）の説明

本人・家族の安全が確認
できた職員が施設並びに
避難指定場所に参集

勤務外職員対応

種別協議会の対応

勤務職員対応
災
害
発
生
直
前
情
報

　災
害
発
生

救
援
隊
・
救
援
物
資
の
到
着

①　施設長・リーダー職の避難指示（非常用利用者状況票の持出）
②　利用者の避難誘導【施設外の場合もあり】
③　利用者・職員の状況把握（生存、不明者を含め）　
【施設内避難の場合】
設備の稼働（発電機、ライト、呼吸器等の電源確保）
　食料・水・備品の運び出し・確保　
④　ラジオ、携帯電話テレビ、車両ナビによる災害の内容
　　・情報収集

⑤　施設の状況確認
　　職員への連絡 → 衛星電話・無線がある場合、携帯メール
　　救援要請　　 → 衛星電話・無線がある場合、携帯メール

【施設の被害が少ない場合】
⑥　自治会・町内会の要援護者の一時避難受入
　　自治会・町内会の地域住民の緊急一時避難受入

①　自身の安全確保
②　家族の安否確認
③　自宅の状況の確認

①各種別協議会と県社協による被災施設の
　状況把握
②協定等による種別間の支援体制協議
③各種別への支援要請

被災施設への支援

人的支援
①被災施設の施設運営における人的不足に対する派遣
②被災施設利用者の受入施設への移動時の支援
③福祉避難所を開設した施設の人的不足に対する派遣
④国・県の要請に基づく避難所に対する人的派遣

物資支援
①状況把握に伴い、不足している物資の支援
②物資の支援における輸送支援
③車両等の器具什器の支援

受入支援
①福祉避難所の開設
①被災施設の入所者の受入
②避難所にいる福祉的支援が必要な方の受入

（図 4）〈災害福祉広域支援ネットワーク〉
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社
会
の
急
速
な
変
化
の
な
か
、
地
域

に
お
い
て
住
民
が
抱
え
る
課
題
は
複
雑

多
様
化
・
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の

な
か
で
、
住
民
の
も
っ
と
も
身
近
な
相

談
相
手
で
あ
り
支
援
者
で
あ
る
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
活
動
は
一
層
幅
広
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
負
担
が
拡
大
し
、
活
動
中
の
事
故
等
が

増
加
し
て
い
る
な
ど
、
委
員
の
安
全
確
保

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
で
多
く
の

委
員
が
犠
牲
に
な
っ
た
ほ
か
、
相
次
ぐ

豪
雨
や
台
風
・
大
雪
等
自
然
災
害
発
生

時
の
安
否
確
認
中
、
委
員
が
負
傷
す
る

事
例
が
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
で

は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
を
手

厚
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

か
ね
て
か
ら
保
険
制
度
の
実
現
に
向
け

て
厚
生
労
働
省
と
協
議
を
重
ね
、
こ
の

た
び
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
保
険
」

の
運
用
を
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
開

始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
保
険
は
、
全
国
民
生
委
員
児
童
委

員
連
合
会
が
契
約
者
と
な
り
、
全
国
23
万

人
の
委
員
を
加
入
者
と
し
て
一
括
し
て
保

険
会
社
と
契
約
を
行
う
制
度
で
す
。

　

契
約
期
間
は
４
月
１
日
午
前
０
時
か

ら
翌
年
３
月
31
日
午
後
12
時
ま
で
の
１

年
間
と
し
、
毎
年
度
更
新
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
国
が
２
分
の
１
を
負
担
し
、

残
り
は
全
社
協
互
助
共
励
事
業
会
費
か

ら
支
弁
す
る
た
め
、
委
員
の
新
た
な
保

険
料
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

対
象
と
な
る
活
動
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
立
場
で
行
わ
れ
る
活
動
で

あ
り
、
所
属
す
る
単
位
民
児
協
会
長
が

認
め
る
活
動
と
し
て
い
ま
す
。

　

万
が
一
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
か
ら
所
属
の
民
児

協
事
務
局
に
連
絡
し
、
市
町
村
民
児
協

事
務
局
が
所
定
の
様
式
の
事
故
報
告
書

を
保
険
会
社
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
保
険
の
対
象
は
、
委
員
活
動
に

関
連
す
る
次
の
被
害
及
び
委
員
も
し
く

は
民
児
協
が
負
担
す
る
第
３
者
へ
の
賠

償
費
用
で
す
。

①
活
動
中
の
事
故
、
災
害
に
よ
る
委
員

　

本
人
の
死
傷
。

②
活
動
中
に
誤
っ
て
委
員
が
第
３
者
に

　

与
え
た
心
身
、
財
物
へ
の
賠
償
費
用
。

③
委
員
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
が
漏
え

　

い
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
賠
償
や
謝

　

罪
の
費
用
。

④
活
動
に
起
因
し
て
、
そ
の
対
象
者
の

　

加
害
行
為
に
よ
る
委
員
本
人
及
び
家

　

族
の
死
傷
。

⑤
委
員
活
動
に
起
因
し
て
そ
の
対
象
者

　

に
よ
る
委
員
の
自
宅
へ
の
放
火
や
毀

　

損
被
害
。

　

以
上
の
う
ち
、
①
～
③
は
保
険
金
と

し
て
、
④
⑤
は
見
舞
金
と
し
て
支
払
わ

れ
ま
す
。

　

な
お
、
委
員
が
保
有
す
る
個
人
情
報

の
紛
失
に
伴
う
賠
償
や
、
活
動
の
対
象

者
か
ら
の
加
害
行
為
に
よ
る
被
害
へ
の

補
償
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
は
な
い

も
の
で
、
新
た
な
保
険
の
特
長
と
し
て

一
定
の
補
償
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

①
新
任
民
生
委
員
・
児
童
委
員

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
会

〔
県
　
北
〕
平
成
26
年
７
月
23
日

〔
県
　
南
〕
平
成
26
年
７
月
25
日

〔
中
　
央
〕
平
成
26
年
７
月
31
日

〔
秋
田
市
〕
平
成
26
年
８
月
８
日

②
中
堅
民
生
委
員
・
児
童
委
員
研
修
会

〔
県
　
北
〕
平
成
26
年
９
月
９
日

〔
県
　
南
〕
平
成
26
年
９
月
11
日

〔
中
　
央
〕
平
成
26
年
９
月
25
日

〔
秋
田
市
〕
平
成
26
年
９
月
26
日

※
会
場
は
①
・
②
と
も
県
北
は
ホ
テ

ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
秋
北
、
県
南

は
横
手
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
、
中

央
・
秋
田
市
は
秋
田
県
社
会
福
祉

会
館
と
な
り
ま
す
。

③
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　
会
長
研
修

　
平
成
26
年
11
月
４
〜
５
日

　 

会
場  

秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

※
な
お
、
詳
細
は
別
途
各
民
児
協
会
長

　
あ
て
に
御
案
内
い
た
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、「
民
生
委
員
活
動
保
険
」
で
検
索
、

ま
た
は
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
2
.shakyo

.o
r.jp/zenm

injiren/
new
s/2
0
1
4
/ho
ken.htm

l

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
保
険
」の

運
用
が
開
始
さ
れ
る
！

制
度
の
概
要

補
償
の
範
囲

県
社
協
及
び
県
民
児
協
共
催
研
修
の

日
程
等
の
お
知
ら
せ
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親
の
会
と
の
合
同
研
修
等
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
の
社
会
参
加
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
に
、県
内
３
地
区
（
県

北
・
中
央
・
県
南
）
で
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
各
種
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
等
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
協
会
は
、
昭
和
43
年
に
設
立
さ

れ
（
前
身
で
あ
る
愛
護
協
会
は
昭
和
９

年
の
設
立
）、
本
県
に
お
け
る
知
的
障
害

者
施
設
等
の
健
全
な
発
展
と
円
滑
な
運

営
を
推
進
し
、
会
員
間
の
親
睦
と
資
質

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
任

意
団
体
で
す
。

　

現
在
の
会
員
は
、
県
内
70
の
施
設
・

事
業
所
で
、

①
児
童
発
達
支
援
部
会

②
障
害
者
支
援
施
設
部
会

③
日
中
活
動
支
援
部
会

④
生
産
活
動
・
就
労
支
援
部
会

⑤
地
域
支
援
部
会

⑥
相
談
支
援
部
会

⑦
支
援
ス
タ
ッ
フ
部
会

の
７
部
会
に
分
か
れ
て
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
会
員
施
設
職
員
の
資
質
向
上
を

目
的
と
し
た
業
務
別
の
ス
タ
ッ
フ
研
修

の
ほ
か
、
障
害
児
者
の
子
ど
も
を
も
つ

　

福
祉
協
会
・
サ
ポ
ー
ト
協
会
の
事
務

受
託
を
機
に
、
県
内
の
障
害
児
者
福
祉

施
設
等
と
一
層
の
連
携
強
化
を
図
り
、

地
域
福
祉
の
向
上
に
つ
な
げ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

な
お
、
両
協
会
の
活
動
等
詳
細
に
つ

い
て
は
、
新
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
秋
田
県
知
的
障
害
者
福
祉
協
会

◎
秋
田
県
知
的
障
害
児
者

生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会

「
秋
田
県
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
」及
び「
秋
田
県
知
的
障
害
児
者

生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
」事
務
局 

県
社
協
に
事
務
委
託
さ
れ
る

秋田県社会福祉協議会
地域・施設振興部
人材研修・施設経営振興担当
〒 010-0922　
秋田市旭北栄町 1-5（社会福祉会館５階）
TEL 018-864-2715　FAX 018-864-2840

秋田県知的障害者福祉協会
新事務局

秋田県社会福祉協議会
総務企画部
総務・企画情報担当
〒 010-0922　
秋田市旭北栄町1-5（社会福祉会館２階）
TEL 018-838-0947　FAX 018-838-0948

秋田県知的障害児者
生活サポート協会 新事務局

　

サ
ポ
ー
ト
協
会
は
、
知
的
障
害
児
者

の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
増
進
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
一
般
社
団
法

人
全
国
知
的
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト

協
会
を
構
成
す
る
団
体
で
す
。

　

現
在
の
会
員
数
は
１
，４
９
１
名
（
平

成
26
年
３
月
末
現
在
）
で
、
知
的
障
害

の
あ
る
人
達
と
そ
の
家
族
が
地
域
や
施

設
を
問
わ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
環
境

に
お
い
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
、
安
全
で
安
心
な
日
常
生
活
が
送
れ

る
よ
う
福
祉
協
会
と
連
携
し
な
が
ら
、

相
談
・
研
修
・
権
利
擁
護
な
ど
の
事
業

及
び
「
生
活
サ
ポ
ー
ト
総
合
補
償
制
度
」

を
積
極
的
に
活
用
す
る
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
生
活
サ
ポ
ー
ト
総
合
補
償
制
度
（
引

受
保
険
会
社
：
Ａ
Ｉ
Ｕ
損
害
保
険
株
式

会
社
）」
の
補
償
対
象
は
、

①
会
員
が
病
気
や
ケ
ガ
で
入
院
し
た 

と
き
の
補
償
（
入
院
給
付
金
）

②
会
員
が
事
故
や
自
然
災
害
に
よ
り
ケ

ガ
を
被
っ
た
場
合
の
補
償
（
死
亡
・

後
遺
障
害
・
入
院
・
通
院
・
手
術
・

各
保
険
）

③
他
人
に
損
害
を
与
え
た
と
き
の
補
償

（
個
人
賠
償
責
任
保
険
金
）

④
病
気
で
死
亡
し
た
と
き
の
補
償
（
葬

祭
費
用
保
険
金
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

平
成
26
年
４
月
、秋
田
県
知
的
障
害
者
福
祉
協
会︵
以
下
、﹁
福
祉
協
会
﹂と
い
う
。︶及
び
秋
田
県
知
的
障
害
児

者
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会︵
以
下
、﹁
サ
ポ
ー
ト
協
会
﹂と
い
う
。︶の
各
事
務
局
が
本
会
に
委
託
さ
れ
ま
し
た
。
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「
か
ま
く
ら
」
や
「
横
手
焼
き
そ
ば
」
で

有
名
な
横
手
市
の
市
街
地
に
位
置
す
る
本

園
は
、
総
合
病
院
や
商
業
地
帯
に
隣
接
し

た
閑
静
な
住
宅
地
に
あ
り
ま
す
。
晴
れ
た

日
に
は
鳥
海
山
を
仰
ぎ
見
な
が
ら
、
戸
外

活
動
が
出
来
る
自
然
の
風
姿
に
恵
ま
れ
た

環
境
で
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
子
ど
も
の
福
祉
に
全
力
を
注
ぎ
、

平
成
24
年
10
月
に
は
創
立
60
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

核
家
族
や
転
勤
族
の
保
護
者
世
帯
が
多
い

本
園
は
、
休
・
祝
日
保
育
、
夜
９
時
ま
で
の

延
長
保
育
、
病
後
児
保
育
等
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
保
育
を
提
供
し
、
子
ど
も
や
保
護
者
に

と
っ
て
最
良
の
子
育
て
が
出
来
る
よ
う
支
援

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

保
育
教
育
の
特
色
と
し
て
、
石
井
式
国

語
学
習
、
英
語
教
室
、
百
玉
算
盤
学
習
、

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
等
の
実
践
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
子
育
て
家
庭

へ
の
支
援
と
し
て
、
集
団
活
動
体
験
、
悩

み
相
談
や
看
護
師
に
よ
る
健
康
相
談
等
を

行
い
、
乳
幼
児
を
不
安
な
く
産
み
育
て
る

こ
と
へ
の
喜
び
を
共
感
し
合
う
環
境
の
場

を
提
供
し
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

　

当
園
で
は
、
乳
幼
児
期
に
こ
そ
生
き
る

力
の
礎
を
育
む
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る

と
い
う
考
え
か
ら
、
互
い
に
知
恵
を
出
し

合
い
、
生
活
や
子
育
て
文
化
を
継
承
し
て

い
く
こ
と
を
念
頭
に
保
育
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
秋
と
冬
に
は
自
然
の
中
で
心
と
体

を
開
放
す
る
「
山
の
学
校
」
を
行
い
、
特

に
冬
山
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
や

挑
戦
す
る
力
を
育
む
最
高
の
体
験
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

他
に
も
、
園
内
に
あ
る
ビ
オ
ト
ー
プ
や
大

型
プ
ー
ル
で
の
水
遊
び
、
作
物
の
栽
培
や
収

穫
、
伝
統
行
事
か
ま
く
ら
ま
つ
り
や
雪
上
運

動
会
、園
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
で
も
あ
る
「
ね

こ
バ
ス
」
で
の
園
外
活
動
な
ど
四
季
折
々
の

体
験
を
大
切
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
貢
献
の
取
り
組
み
を
通
し

て
、
法
人
関
連
施
設
で
あ
る
介
護
施
設
の

訪
問
や
高
齢
者
と
の
交
流
に
よ
り
「
先
人

か
ら
学
ぶ
」
こ
と
に
感
謝
す
る
心
を
育
み
、

そ
し
て
自
ら
体
験
す
る
こ
と
で
物
事
の
過

程
や
本
質
を
知
り
、
正
し
い
知
識
と
実
践

す
る
力
を
身
に
付
け
て
い
け
る
よ
う
子
ど

も
た
ち
に
寄
り
添
い
伝
え
て
お
り
ま
す
。

　

乳
幼
児
期
に
こ
そ
大
事
に
し
た
い
経
験

を
常
に
考
え
﹃
今
が
い
つ
か
に
つ
な
が
る

保
育
﹄
の
実
現
こ
そ
が
子
ど
も
達
の
生
き

る
力
に
な
っ
て
い
け
る
よ
う
、
全
職
員
が

心
を
ひ
と
つ
に
保
育
と
向
き
合
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

『
今
が
い
つ
か
に
つ
な
が
る
保
育
』

社
会
福
祉
法
人
相
和
会
　
相
愛
保
育
園

園
長
　
萱
森 
幹
子

園自慢の「ねこバス」は、
子ども達に大人気！

　平成 26年４月の本会事務局体制再編により、「総務企画部」・「地域・施設振興部」体制となりました。
　また、業務効率化等を考慮し、総務・企画情報担当が２階、地域福祉担当が１階、各社会福祉施設
協議会担当が５階へそれぞれ移動しました。

部名 担当名 主な業務 電話番号

総
務
企
画
部

総務・
企画情報担当

法人運営、人事労務管理、会計・資産管理、地域福祉推進委員会、社会福祉大会、
福祉医療機構退職共済、県火災共済代理所業務（自動車共済・火災共済） 018-864-2711

広報誌、善意銀行、災害遺児愛護基金事業 018-864-2712

第三者評価事業 018-864-2740

知的障害児者生活サポート協会 018-838-0947

会館管理担当 社会福祉会館管理運営、心身障害者総合福祉センター管理 018-864-2700

地
域
・
施
設
振
興
部

地域福祉・
生活相談支援担当

地域福祉推進事業、市町村社協支援、民生児童委員協議会活動支援、ホーム
ヘルパー協議会活動支援 018-864-2714

ボランティア・市民活動の振興（ボランティアセンター） 018-864-2799

地域福祉権利擁護事業（サポートセンター） 018-864-2797

生活福祉資金貸付事業、ふれあい安心電話システム推進事業 018-864-2713

人材研修・
施設経営振興担当

福祉保健人材の登録・紹介・斡旋、福祉保健人材の養成、福祉人材確保支援
事業 018-864-2880

研修事業の企画実施・連絡調整 018-864-2775

社会福祉法人・施設の経営相談・指導、社会福祉法人支援 018-864-2707

各社会福祉施設協議会・団体活動支援 018-864-2715

運営適正化委員会 運営適正化委員会（福祉サービス相談支援センター）業務 018-864-2726

秋田県社協事務局体制を再編しました！
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大
雨
災
害
で
は
、
大
館
市
社
協
と
鹿
角
市

社
協
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が

設
置
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
会
で
も
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
被
災
し
た
仙
北
市
を
含
め
た
３
社
協

へ
職
員
派
遣
等
を
通
じ
早
期
の
災
害
対
応

に
支
援
し
ま
し
た
。

　
「
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
」
で
は
、
全
県

的
な
福
祉
課
題
を
取
り
ま
と
め
た
政
策
要

望
を
県
・
市
町
村
に
行
う
と
と
も
に
、
県

健
康
福
祉
部
担
当
課
長
等
と
の
意
見
交
換

会
で
、
課
題
の
共
有
と
解
決
に
向
け
た
共

通
認
識
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
委
員
会

で
は
５
年
間
の
県
社
協
・
地
域
福
祉
活
動

計
画
の
評
価
・
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、

次
期
活
動
計
画
策
定
に
つ
い
て
も
検
討
し

ま
し
た
。

　

専
門
委
員
会
と
し
て
設
置
し
た
「
成
年

後
見
制
度
等
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
や
「
社

会
福
祉
施
設
に
お
け
る
災
害
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
で
は
、
前

年
度
か
ら
継
続
し
て
検
討
を
重
ね
た
成
果

を
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
、
行
政
機
関
や

関
係
者
等
に
配
布
し
ま
し
た
。
特
に
「
成

年
後
見
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
民
生
委
員

や
高
齢
・
障
害
者
施
設
・
事
業
所
及
び
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
者
を
対

象
に
県
内
６
会
場
で
「
成
年
後
見
制
度
利

用
促
進
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
現
状
や

制
度
の
理
解
と
普
及
促
進
に
努
め
ま
し
た
。

　

秋
田
県
社
会
福
祉
大
会
は
、
成
年
後
見

制
度
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、
県
内
初
と
な

る
湯
沢
市
社
協
の
法
人
後
見
の
実
践
報
告

や
講
談
に
よ
る
わ
か
り
や
す
い
成
年
後
見

制
度
の
説
明
を
通
じ
、
関
係
者
の
理
解
と

共
通
認
識
を
図
り
ま
し
た
。

　

低
所
得
世
帯
等
の
生
活
基
盤
を
支
え
る

制
度
の
一
つ
で
あ
る
「
生
活
福
祉
資
金
貸

付
事
業
」
の
貸
付
件
数
は
、
総
合
・
福
祉
・

教
育
の
３
資
金
合
わ
せ
て
２
７
５
件
（
前

年
度
よ
り
１
１
０
件
減
）
で
、
な
か
で
も

失
業
者
等
向
け
の
総
合
支
援
資
金
は
、
自

治
体
に
お
け
る
住
宅
支
援
給
付
の
要
件
追

加
な
ど
を
背
景
に
、
貸
付
件
数
が
前
年
度

よ
り
半
減
（
71
件
減
）
と
な
り
、
貸
付
決

定
額
も
前
年
度
よ
り
６
，
７
８
１
万
円
減

の
１
億
１
，
３
３
３
万
円
の
実
績
で
し
た
。

　

一
方
、
償
還
計
画
額
に
対
す
る
償
還
実

績
額
を
示
す
償
還
率
は
、
22
．
81
％
と
前

年
度
よ
り
０
．
65
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
ま
し

た
が
、
滞
納
世
帯
に
対
す
る
自
宅
訪
問
を

主
に
し
た
現
地
償
還
指
導
を
１
，
３
６
１

件
行
っ
た
結
果
、
世
帯
の
生
活
状
況
に
応

じ
た
償
還
が
再
開
さ
れ
る
な
ど
の
成
果
も

表
れ
、
過
年
度
償
還
率
が
１
．
71
ポ
イ
ン

ト
増
、
償
還
期
限
後
は
０
．
69
ポ
イ
ン
ト

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
高
齢
者
や
障

害
者
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
支

援
し
、
権
利
を
守
る
「
地
域
福
祉
権
利
擁

護
事
業 

（
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
）」
は
、

相
談
受
付
４
，７
６
５
件
（
前
年
度
よ
り
１
，

０
０
２
件
増
）、新
規
契
約
件
数
は
74
件
（
前

年
度
よ
り
14
件
増
）
で
、
実
利
用
件
数
は

２
８
４
件（
前
年
度
よ
り
29
件
増
）と
な
り
、

基
幹
的
社
協
の
専
門
員
を
複
数
配
置
し
た

こ
と
に
よ
る
効
果
が
実
績
に
結
び
付
い
て

い
ま
す
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
及
び
家
族
等
か

ら
電
話
・
来
所
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
等
で
「
秋

田
県
運
営
適
正
化
委
員
会
」
に
寄
せ
ら
れ

た
苦
情
件
数
は
32
件（
前
年
度
27
件
）あ
り
、

適
切
な
助
言
や
他
機
関
の
紹
介
に
よ
る
解

決
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
事
情
調
査
を

実
施
し
解
決
に
努
め
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
施
設
経
営
指
導
事
業
で
は
、

社
会
福
祉
法
人
や
事
業
所
に
お
け
る
施
設

経
営
の
一
般
相
談
・
専
門
相
談
を
通
じ
、

１
０
４
件
（
前
年
度
よ
り
59
件
減
）
の
相

　

住
民
参
加
に
よ
る
「
福
祉
で
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
、
平
成
17
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進

事
業
で
は
、市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
以

下
、「
市
町
村
社
協
」
と
い
う
。）
と
協
働

で
取
り
組
み
、
本
会
役
職
員
が
市
町
村
社

協
に
延
べ
78
回
の
個
別
支
援
を
行
い
ま
し

た
。

　

県
か
ら
、
地
域
福
祉
再
構
築
研
究
会
事

業
を
受
託
し
、
市
町
村
レ
ベ
ル
で
部
署
横

断
的
な
会
議
の
設
置
に
よ
る
多
様
な
生
活

福
祉
課
題
の
解
決
に
向
け
た
関
係
機
関
の

連
携
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
、

新
た
な
仕
組
み
の
開
発
な
ど
を
報
告
書
に

ま
と
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、災
害
発
生
時
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
に
協
力
す
る
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
を
図
る
た
め
、
実
践
的
な

演
習
を
取
り
入
れ
た
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
実
践
研
修
会
」
を
昨
年
に
引
き
続

き
実
施
し
、
災
害
対
応
の
強
化
に
努
め
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
８
月
９
日
に
発
生
し
た

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
報
告
及
び
決
算

25
年度

平成《
基
本
方
針
１
》

支
え
あ
う
福
祉
で
ま
ち
づ
く
り

《
基
本
方
針
２
》

新
た
な
生
活
福
祉
課
題
の

解
決
に
向
け
た
協
働
体
制
づ
く
り

《
基
本
方
針
４
》

社
会
福
祉
経
営
の
基
盤
強
化
と

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

《
基
本
方
針
３
》

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
保
護
・

相
談
支
援
体
制
の
強
化
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談
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

福
祉
保
健
研
修
事
業
で
は
、
経
験
年
数

に
基
づ
く
階
層
別
研
修
や
職
域
研
修
な
ど
、

全
21
コ
ー
ス
（
25
回
／
延
べ
開
催
日
数
43

日
）
の
研
修
を
実
施
し
、
福
祉
保
健
従
事

者
の
資
質
向
上
及
び
対
人
援
助
等
の
専
門

職
と
し
て
必
要
な
知
識
・
技
術
の
習
得
を

図
り
ま
し
た
。

　

福
祉
保
健
人
材
確
保
事
業
で
は
、「
無
料

職
業
紹
介
」
を
通
じ
、
福
祉
に
従
事
す
る

た
め
の
資
格
取
得
を
含
む
相
談
・
登
録
・

紹
介
な
ど
の
就
労
支
援
を
幅
広
く
展
開
す

る
と
と
も
に
、「
福
祉
人
材
確
保
支
援
事
業
」

で
は
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
施

設
・
事
業
所
訪
問
（
延
べ
１
，
５
２
３
事
業

所
）
を
実
施
し
た
結
果
、
新
規
求
人
数
は

前
年
度
よ
り
４
４
９
名
多
い
３
，
４
３
１

名
に
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
求
人
事
業

所
登
録
を
75
ヵ
所
新
た
に
開
拓
（
有
効
求

人
事
業
所
延
べ
２
，
２
３
２
ヵ
所
）
す
る

な
ど
、
福
祉
の
仕
事
へ
の
就
労
を
希
望
す

る
方
々
の
雇
用
機
会
の
拡
大
に
努
め
ま
し

た
。

　

一
方
、
求
職
登
録
者
の
状
況
で
は
、
登

録
者
（
３
月
末
現
在
有
効
求
職
者
２
，

０
７
８
名
）
の
約
３
割
が
福
祉
職
場
で
在

職
中
で
あ
る
こ
と
や
学
生
の
登
録
者
の
減

少
の
他
、
景
気
回
復
感
を
受
け
て
他
業
種

へ
の
転
職
が
増
加
傾
向
に
あ
る
な
ど
、
求

人
に
対
す
る
求
職
者
不
足
が
改
善
で
き
な

い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

介
護
職
へ
の
転
職
を
希
望
す
る
登
録
者

（
失
業
者
）
の
実
務
訓
練
を
行
う
「
介
護
職

へ
の
キ
ャ
リ
ア
転
換
就
労
支
援
事
業
」
で

は
、
本
年
度
の
訓
練
者
40
名
の
う
ち
28
名

が
訓
練
終
了
後
も
継
続
雇
用
と
な
る
な
ど
、

成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

安
定
的
な
財
源
確
保
に
向
け
新
規
会
員

の
加
入
促
進
に
努
め
た
結
果
、
20
ヵ
所
の

事
業
所
が
新
規
会
員
と
な
り
ま
し
た
。
次

年
度
は
、
啓
発
活
動
の
強
化
と
会
費
規
程

全
般
の
見
直
し
を
行
う
た
め
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
会
員
及
び
会
費
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　

自
主
財
源
確
保
で
は
、
火
災
共
済
や
自

動
車
共
済
を
は
じ
め
、
が
ん
保
険
や
自
動

車
リ
ー
ス
の
促
進
、
常
備
薬
の
斡
旋
な
ど

を
行
い
、
事
業
収
入
は
、
前
年
度
対
比
で

約
８
．
１
％
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
会
館
の
利
用
促
進
で
は
、
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
団
体
等
へ
の
訪
問
を

行
い
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
会
議
室

の
空
き
状
況
確
認
や
申
込
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
、
利
便
性
の
向
上
に

努
め
ま
し
た
が
、
利
用
件
数
は
前
年
度
よ

り
87
件
少
な
い
１
，
５
６
１
件
、
利
用
料

収
入
も
約
１
０
，
７
５
２
千
円
（
目
標
達

成
率
86
．
３
％
）
と
目
標
を
下
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

《
基
本
方
針
５
》

社
会
福
祉
経
営
の
基
盤
強
化
と

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

収入 支出

科目 金額 科目 金額

事
業
活
動
に
よ
る
収
支
の
部

会費収入 44,233,050 人件費支出 150,650,565

寄附金収入 7,514,366 事務費支出 7,670,413

補助金収入 58,919,000 事業費支出 59,249,698

助成金収入 12,673,800 分担金支出 2,058,000

受託金収入 94,302,716 助成金支出 35,141,866

事業収入 14,831,475 負担金支出 2,252,000

共同募金配分金収入 6,000,000 減価償却費 654,525

負担金収入 22,497,465 退職給与引当金繰入 14,739,186

雑　収　入 1,443,861

事業活動収入計 (1) 262,415,733 事業活動支出計 (2) 272,416,253

事業活動収支差額（3）＝（1）-（2） △ 10,000,520

事
業
活
動
外
収
支
の
部

受取利息配当金収入 51,714 公益事業会計繰入金支出 2,500,000

会計単位間繰入金収入 6,176,205 経理区分間繰入金支出 70,021,905

経理区分間繰入金収入 71,218,323

事業活動外収入計（4） 77,446,242 事業活動外支出計（5） 72,521,905

事業活動外収支差額（6）＝（4）-（5） 4,924,337

経常収支差額（7）＝（3）+（6） △ 5,076,183

特
別
収
支
の
部

施設整備等寄附金
収入 300,000 固定資産売却損及び処分損 18

特別収入計（8） 300,000 特別支出計（9） 18

特別収支差額（10）＝（8）-（9） 299,982

当期活動収支差額（11）＝（7）+（10） △ 4,776,201

繰
越
活
動
収
支
差
額
の
部

前期繰越活動収支差額（12） 53,550,435

当期末繰越活動収支差額（13）＝（11）+（12） 48,774,234

基本金取崩額（14） 0

基本金組入額（15） 0

その他の積立金取崩額（16） 0

その他の積立金積立額（17） 0

次期繰越活動収支差額（18）＝ (13) ＋ (14）-（15）+（16）-（17） 48,774,234

（資産の部） （負債の部）

1. 流動資産 58,864,472 1. 流動負債 10,201,736

現　　　金 0 未　払　金 9,359,656

預　　　金 58,672,472 預　り　金 837,757

仮  受  金 4,323

未　収　金 192,000 2. 固定負債 192,795,095

前　払　金 0 全社協退職給与
引当金 153,271,890

福利協会退職給与
引当金 39,523,205

負債の部合計 202,996,831

2. 固定資産 260,406,593

基本財産 3,000,000 （純資産の部）

基本財産
特定預金 3,000,000 1. 基本金 3,000,000

その他の固定資産 257,406,593 基本金 3,000,000

車両運搬費 2,154,932 2. 基金 30,000,000

器具及び備品 1,327,590

災害ボランティア
基金 30,000,000収益事業会計元

入金 4,126,166

長期預け金 9,790

全社協退職共済
預け金 126,764,910 3. その他の積立金 34,500,000

福利協会退職金
給付資金預け金 39,523,205 事業振興準備

積立金 34,500,000

事業振興準備積
立特定預金 53,500,000 事業振興積立金 0

災害ボランティア
基金積立預金 30,000,000 4. 次期繰越活動　 収支差額 48,774,234

0 前期繰越活動収支
差額 53,550,435

当期活動収支差額 △ 4,776,201

純資産の部合計 116,274,234

資産の部合計 319,271,065 負債及び純資産の部合計 319,271,065

平成25年度　一般会計　貸借対照表平成25年度　一般会計　事業活動収支計算書
（単位：円）（単位：円） 平成26年 3月 31日現在（自）平成25年 4月 1日　　（至）平成26年 3月 31日
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【
平
成
26
年
４
月
～
５
月
末
】

◎
一
般
金
銭
預
託
◎

  

・
株
式
会
社
フ
ィ
デ
ア
情
報
シ
ス
テ
ム
ズ

　

 

創
業
40
周
年
実
行
委
員
会　

様

 

１
０
３
，
３
７
７
円

◎
物
品
預
託
◎

  

・
株
式
会
社

　
　

プ
ロ
レ
ス
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
ズ 
様

　
　

プ
ロ
レ
ス
観
戦
チ
ケ
ッ
ト 　

41
枚

　

⇩
県
内
障
害
福
祉
施
設
２
か
所
、
県

　
　

内
授
産
施
設
２
か
所
、
県
内
児
童

　
　
養
護
施
設
１
か
所
へ

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
金
銭
預
託
◎

  

・
秋
田
県
自
動
車
販
売
店
協
会　

様 

３
８
，
０
６
０
円

  

・
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
湯
沢
関
口
店　

様 

５
，
５
５
７
円

  

・
秋
田
市
佛
教
会　

様 ３
０
，
５
０
０
円

　

県
民
の
皆
様
、
各
企
業
・
各
種
団
体

様
か
ら
の
社
会
福
祉
へ
の
御
寄
附
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎
使
途
・
希
望
に
つ
い
て
◎

　

主
に
地
域
に
お
け
る
社
会
福
祉
活
動

や
障
害
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動

な
ど
社
会
福
祉
一
般
に
お
い
て
活
用
す

る
「
一
般
寄
附
」
と
、
寄
附
者
が
使
途

を
特
定
す
る「
指
定
寄
附
」が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
●

　
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
総
務
企
画
部

　
秋
田
市
旭
北
栄
町
１ -

５

　
　
　
　
☎
０
１
８ -

８
６
４ -

２
７
１
１

災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
関
係

善
意
の
募
集
に
つ
い
て

皆
様
の
善
意

株式会社フィデア情報システムズ
創業40周年実行委員会様からの寄附金贈呈式
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　「
小
又
の
里
」
は
、
知
的
障
害
者
授
産
施
設
と
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
秋
田

福
祉
協
会
（
秋
田
市
）
が
平
成
11
年
10
月
に
開
設
し
ま
し
た
。

　
新
体
系
移
行
後
は
、
生
活
介
護
支
援
事
業
（
定
員
42
名
）・
施
設
入
所
支
援

事
業
（
同
50
名
）・
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
（
同
18
名
）・
共
同
生
活
援
助

支
援
（
包
括
型
）
事
業
（
同
５
名
）
を
運
営
し
、
さ
ら
に
平
成
24
年
６
月
に

は
「
療
養
介
護
棟
」
を
設
置
し
、
入
所
者
の
高
齢
化
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
「
小
又
の
里
」
で
は
、
利
用
者
の
適
性

に
合
わ
せ
て
木
工
・
灯
篭
・
キ
ャ
ン
ド
ル

等
の
製
作
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に

力
を
入
れ
て
い
る
の
が
木
工
製
作
で
、
高

い
完
成
度
や
デ
ザ
イ
ン
、
木
ね
じ
の
使
用

に
よ
る
安
全
性
な
ど
が
評
判
で
す
。

　

お
す
す
め
は
「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
テ
ー

ブ
ル
・
ベ
ン
チ
セ
ッ
ト
」（
１
万
５
，

４
０
０
円
）。１
セ
ッ
ト
完
成
ま
で
約
１
ヵ

月
半
の
期
間
を
要
し
ま
す
が
、
各
工
程
で

利
用
者
と
職
員
が
協
力
し
、
丁
寧
に
仕
上

げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
塗
料
に
植
物
性
オ

イ
ル
を
使
用
す
る
な
ど
環
境
や
安
全
面
に

配
慮
し
た
子
ど
も
向
け
製
品
も
充
実
し
て

お
り
、
ク
マ
の
テ
ー
ブ
ル
・
椅
子
（
各
２
，

８
０
０
円
）
や
引
き
出
し
付
本
棚
（
２
，

７
０
０
円
）
は
、
お
孫
さ
ん
に
と
購
入
す

る
方
も
多
い
そ
う
で
す
。

　

施
設
開
設
時
か
ら
木
工
作
業
を
担
当
し

て
い
る
男
性
利
用
者
は
、「
や
す
り
を
掛

け
る
方
向
が
重
要
。
こ
れ
で
仕
上
が
り
に

差
が
出
る
」
と
製
作
に
あ
た
っ
て
心
掛
け

て
い
る
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、「
小
又
の
里
」
は
利
用
者
の
高

齢
化
に
よ
り
生
活
介
護
中
心
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
利
用
者
の
状
況
に
応
じ
た
支

援
の
た
め
、
施
設
と
し
て
、
職
員
の
介
護

福
祉
士
資
格
取
得
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
職
員
は
「
今
後
、
改
め
て

利
用
者
に
合
っ
た
作
業
内
容
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
口
を
揃
え
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

　
「
地
域
あ
っ
て
の
施
設
」
と
佐
藤
施
設

長
が
話
す
と
お
り
、
地
域
の
一
員
と
し
て

活
動
し
て
い
る
「
小
又
の
里
」。
施
設
行

事
へ
の
招
待
、
地
域
行
事
へ
の
参
加
、
小

学
校
と
の
交
流
、
農
繁
期
の
手
伝
い
な
ど

地
元
に
密
着
し
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
成
長
を

続
け
ま
す
。

ガーデニングテーブル・
ベンチセット
(15,400 円 )

クマのテーブル・
椅子
(各 2,800 円 )

カラフルなキャンドルは１個 350円

製品に関するお問い合わせ
社会福祉法人　秋田福祉協会

障害者支援施設「小又の里」
秋田市上新城小又字落合８５番地

TEL  018-870-2361
FAX 018-870-2372

※潟上市のブルーメッセ（毎週土・日）や秋田市
　内のイベント等でも販売しています。

一つひとつ丁寧に作られる灯篭

木に直接触れながら、納得のいくまで
繰り返すやすり掛け作業

　今回は、木工製品の製作に力を入れ、県の福祉展において金賞等を多数
受賞している障害者支援施設「小又の里」をご紹介します。

～本会会員である障害者施設等の製品や販売活動をシリーズでご紹介～


